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X 線に 対する aspirin の 染色体異 常誘発 抑

制 作用
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【目的1生体に X 線を照射 した際 に 産 生す

る活性 酸素は様 々 な 障害 ・疾 患の 原 因 とな

る。哺乳 類 にお け る染色体異常誘発 で は 特

に ヒ ドロ キシ ル ラジ カル が重要な関わ りを

持 っ
。

一
方、解熱鎮痛剤 の aspirin は ヒ ド

ロ キ シ ル ラジカル を特異的に捕捉 す るこ と

が 明 らか に な っ て い る 。 そ こ で aspirin が

X 線 に よる染色体異常を抑制す るか を検討

す るた め マ ウス 小核試験 を用 い て 検討 した 。

【方法 】X 線照射 （0，5Gy）した ICR マ ウス

（雄 、8週齢）に 対 して 照射 30分後 に aspirin

を 0，5
，
5

，
50mg ／kg 腹腔 内及 び強制経 口投

与 した 。 照射 24 時間後 に末梢血 、 骨髄を

採取 し acridine 　 orange 蛍光染色法 にて小

核を観察 した e

【結果 ・考察】強制 経口 投与 で は 末梢血及

び 骨 髄 に お い て 用 量依存 的に 小核 誘発 を抑

制 し
、 末 梢 血 で は O，　5mg／kg ， 骨 髄 で は

0，5 ， 5， 50mg／kg に お い て 有意で あ っ た 。

一

方 、 腹 腔 内投 与 で は 末 梢 血 、 骨 髄 共 に

0．5，5mg／kg で 小 核誘発 を用量依存的に 抑

制 し 5．　Omg／kg におい て有意で あ っ た が 、

50mg／kg 投 与 で は 逆 に 小 核 誘 発 抑 制 は

5mg／kg に 比 して 弱 くな っ た 。

　以上 よ り aspirin は X 線照 射 に よる小核

誘発 を抑制す る こ とを認 めた 。現在 、X 線

照射 30 分前 の aspirin 投与 に よる小 核誘

発 へ の 影 響及 び こ れ らの 作用 メカ ニ ズ ム に

つ い て検討 中で あ る 。
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シ ョ ウジ ョ ウバ エ 翅毛 ス ポ ッ トテ ス トを用 い た

mitomycin 　C の 変異 原性 に対す る aspirin 代謝物

の 作用 に つ い て

○新川 美紀、鬼頭英明、中村武 司、永瀬久光

（岐阜 薬大 ・衛 生 学）

【目的 1我 々 は、Initomycin 　C （MMC ）の 変異原

性に対 して aspirin 等の解熱鎮痛薬が抑制作用 を

有す る こ とを既 に 報 告 して い る 。 今 回 、aspihn

代謝物などに つ い て シ ョ ウジ ョ ウバ エ 翅毛 ス ポ

ッ トテ ス トを用い て 、MMC の 変異原性に対 す

る作用 を検討 した。

【方法】化合物 と し て aspirin 代謝物の 、　 salic｝
・lic

aCid（SA）、　SaliCyluric　aCid 、　gentiSiC　aCid 、　gentiSUriC

acid 、2，3−dihydrowybenzoic　acid の 5 種類な らび

に sodium 　 salicylate （SS）を使用 した。（1）MMC 同

時処 理 ： mwh ＋f■flRと mwh ＋／TM3 ，　Ser の 3 齢 幼

虫 を各代 謝物お よ び SS　 5，10，20，40mg ／boUle と

MMC 　O．003mg を含んだ培地に移 し、成虫ま で 飼

育 した。（2）MMC 前 処 理 ； 3 齢 幼 虫 を MMC

O、003皿 g を含ん だ cellulose 　powder で 6 時間暴露

させ た後に 、各 代謝物 お よ び SS　 5，IO，20，
40mg を

含ん だ培地 に移 し て 、成 虫ま で 飼育 した。

【結果 ・考察】 6 化合物 の い ずれ に も変 異原 性

は 認 め られ なか っ た 。MMC 同時処 理 に お い て 、

SA を除く 4 種 の 代謝物および SS の いずれ も濃

度依存的に変異原性 を抑制 した。SA に っ い て は

20mgXbOttle ま で 濃度依存的 に 抵制 し たが 、濃度

の 増加 に 伴 っ て 生 存 率 が 低 下 し 、最 高濃 度

40rngtbottleで 約 60％ で あっ た 。 しか し、他 の 化

合物で は 顕著な生存 率低 下は認 め られなか っ た 。

さらに、MMC 前処 理 に つ い て 検討中で ある。
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